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地球環境とSDGs 名前

問1 日本のエネルギー事情について、2000年度には約20.2％であったエネルギー自給率が、2015年度には約7.4％にまで急激に低下しています。こ
のように自給率が大きく変動した背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2019年 奈良県公立入試 類似）

1. 地球温暖化対策として国内の火力
発電所をすべて廃止し、電力を隣国
からの直接送電による輸入に完全に
切り替えたため。

2. 日本国内の電力需要が2000年度
と比較して3倍以上に膨れ上がり、国
内の発電設備だけでは供給が全く追
いつかなくなったため。

3. バイオマスエネルギーの原料とな
る森林資源を保護するために、国内
でのエネルギー生産を法律で全面的
に禁止したため。

4. 東日本大震災の影響で各地の原子
力発電所が運転を停止し、不足分を
補うために輸入した化石燃料による
火力発電の比率が高まったため。

問2 食料などの輸送に伴う環境負荷を軽減するために、地域で生産されたものをその地域で消費する「地産地消」が推奨されています。この取り組
みが二酸化炭素の排出抑制に効果的である理由として、最も適切な説明はどれですか。 （2023年 徳島県公立入試 類似）

1. 地元の農産物を消費することで、
遠方から輸入される食料が輸送中に
放出する酸素の量を抑え、大気中の
気体バランスを維持できるから。

2. 地産地消によって地域の農業が活
性化すると、森林による二酸化炭素
の吸収量よりも、農作物の吸収量の
方が統計的に上回るようになるから
。

3. 輸送距離が短くなれば、保冷のた
めのエネルギー消費は増えるものの
、自動車のタイヤの摩耗による二酸
化炭素の発生を完全に防げるから。

4. 消費地に近い場所で生産されたも
のを購入することで、自動車などに
よる輸送距離が短くなり、燃焼され
る燃料から出る二酸化炭素を削減で
きるから。

問3 持続可能な社会の形成に向けて提唱されている「脱炭素社会」において、温室効果ガスの排出量を「実質ゼロ」にするという考え方の説明とし
て、最も適切なものを選択してください。 （2026年 京都府公立入試 類似）

1. 人間の活動による温室効果ガスの
排出量を、森林などによる吸収量や
技術的な除去量で差し引いてゼロに
すること

2. 二酸化炭素を排出する石炭や石油
などの化石燃料の利用を禁止し、エ
ネルギー源を全て原子力発電に置き
換えること

3. 工場や自動車などの全ての経済活
動を停止させ、二酸化炭素の排出を
物理的に完全に発生させない状態に
すること

4. 先進国が温室効果ガスの排出量を
削減する代わりに、発展途上国がそ
の分の排出量を肩代わりして引き受
けること

問4 世界の温室効果ガス排出量の統計において、中国やインドなどの国々と、日本やアメリカなどの国々の傾向を説明した文として、現在の国際情
勢と一致するものはどれですか。 （2022年 長野県公立入試 類似）

1. 日本やアメリカなどの先進国は総
排出量が急増し続けているが、一人
あたりの排出量については中国やイ
ンドを下回るようになっている。

2. 中国やインドなどの発展途上国は
総排出量が急増している一方、日本
やアメリカなどは一人あたりの排出
量が発展途上国よりも大幅に多い傾
向にある。

3. 発展途上国は経済発展よりも環境
保護を優先しているため、総排出量
・一人あたりの排出量ともに先進国
より減少のペースが速い。

4. すべての国において一人あたりの
排出量は均一化されており、現在は
総排出量の多い国だけが削減を求め
られる国際的な仕組みが完成してい
る。

問5 地球温暖化などの気候変動によって、私たちの生活にはすでに様々な影響が出始めています。温室効果ガスの排出を抑えるといった原因への対
策だけでなく、どうしても避けられない気候変動の被害をあらかじめ回避・軽減するために、社会の仕組みや行動を調整していく取り組みを何
と呼びますか。 （2026年 和歌山県公立入試 類似）

1. 緩和策 2. 循環策 3. 保全策 4. 適応策

問6 1997年に採択された京都議定書における、温室効果ガスの排出削減義務に関する記述として、最も適切なものはどれですか。 （2019年 大阪府公立入試

類似）

1. 経済発展を優先するため、発展途
上国に対してのみ厳しい削減目標を
課した。

2. 歴史的責任を考慮し、先進国に対
してのみ法的な削減義務を課した。

3. 世界すべての国々に対し、一律に
1990年比で5％の削減を義務づけた
。

4. 排出削減の対象を二酸化炭素のみ
に限定し、その他のガスは対象外と
した。

問7 パキスタンにおけるサッカーボールの製造現場などで発生していた、子どもたちが学校に通えず労働に従事させられる「児童労働」の問題を解
決し、生産者が公正な対価を得られるようにするための活動を何といいますか。 （2024年 神奈川県公立入試 類似）

1. エコツーリズム 2. モノカルチャー経済 3. フェアトレード 4. 資源ナショナリズム

問8 太陽光、風力、地熱などのエネルギーは、将来にわたって使い続けることができる持続可能な資源として注目されています。これらのエネルギ
ーが持つ、環境面と資源面における共通の利点として最も適切な説明を選びなさい。 （2020年 島根県公立入試 類似）

1. 原子力発電と同様に、大量の電力
を安定して供給でき、発電コストも
非常に安い。

2. 発電時に二酸化炭素を排出せず温
室効果を抑制でき、かつ資源の枯渇
も心配しなくてよい。

3. 化石燃料を燃焼させて発電するた
め、天候に左右されず、常に一定の
電力を得られる。

4. ウランなどの鉱物資源を燃料とす
るため、二酸化炭素の排出を抑えつ
つ長期間の発電が可能である。

問9 国際会議においてクロマグロなどの漁獲枠が決定された際、そのルールを遵守するために漁業の現場で行われている具体的な行動として、適切
なものはどれですか。 （2025年 埼玉県公立入試 類似）

1. 漁獲量を制限する代わりに、他国
から無制限に魚を輸入する

2. 網に多くかかった魚を、決められ
た漁獲枠を超えないように海へ逃が
す

3. 資源が減少している魚種の輸出を
促進し、国内の在庫をなくす

4. 漁獲枠を守るため、その年に獲っ
た魚をすべて廃棄処分する

問10 現代の企業活動において、廃棄されるものを最小限に抑え、再利用を徹底する努力が求められています。このような「限りある資源を有効に使
う社会」を目指す背景として最も適切なものはどれですか。 （2021年 和歌山県公立入試 類似）

1. 高度経済成長期のように、輸出を
拡大して外貨を獲得することを最優
先としているため

2. 天然資源には限りがあり、廃棄物
の増加が深刻な環境問題を引き起こ
しているため

3. インターネットの普及によって情
報の流通量が増え、資源の管理が容
易になったため

4. 少子高齢化によって国内の消費が
減少し、安価な製品を大量に作る必
要がなくなったため

問11 地球温暖化対策をめぐる国際的な議論において、途上国が「先進国こそが率先して二酸化炭素の削減に取り組むべきである」と主張する主な根
拠として、最も適切な説明はどれですか。 （2020年 岩手県公立入試 類似）

1. 先進国は発展途上国に比べて人口
が極めて少ないため、国民一人あた
りの排出量を制限することが地球全
体の環境保全に最も効率的であるた
め

2. 再生可能エネルギーへの転換は、
過去に工業化を経験していない国々
の方が設備投資の面で有利であると
いう国際的な合意があるため

3. 18世紀後半からいち早く工業化を
進めてきた先進国が、過去100年間
の累積排出量の大部分を占めている
という歴史的経緯があるため

4. 現在の年間二酸化炭素排出量は途
上国の方が圧倒的に多く、先進国の
最新技術を用いなければ削減が物理
的に不可能であるため


